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種類 特徴と名称，大きさ 値段（台湾元による） 使用目的及び説明
人形 金童玉女。 200～4000（一組） 葬式用。
魂身 死者の性別で 200～2000 葬式用。
形が異なる。
乗り物 紙車喬。 200 葬式用。
紙車。 50～1500
紙馬。 3000
瞳旛 三魂七旛。 1500 葬式用。
麻燈 喪家に飾る大門燈。 600（二個） 葬式用。
七娘婚亭 約2尺高の紙亭。 ！500（小），2000（大） 成人式用。
山岳 普渡山。 2500～10000 普渡用。
燈座 天公座。 1000（小，一組） 拝天公，謝平安用。
2500（大，一組） 建醗用。
四大元帥 約8尺。 18000（元帥・座騎一組） 建醗用。
四金剛 約6尺。 15000（四個一組） 建醗用。
鍍 約2，2～3尺 200 血鍍：難産死，
の円筒状。 事故死。
水鍍：溺死。
大士爺 普渡公。 5000（3尺高） 普渡，建醗用。




花燈 花鳥，魚龍など。 400～ 普渡，建醗用。
（注文により十万元以上のものもある）































































































































































































































































































































































































































































































































月 日 行事名 主な内容 祭祀場所 紙製品の種類
1 1春節 正月を迎える 家庭，寺廟 廟：甲馬，戦士・馬，花灯。
家庭：寿金，銀紙。
4 送天神 天神を送る 家庭，寺廟 廟：甲馬。
家庭：寿金，雲馬，総馬。
一82一
5 迎神 留守番中の神 家庭，寺廟 廟：甲馬。
を迎い 家庭：寿金，
雲馬，総馬。





15元宵節 燈節，三官大帝 家庭，寺廟 花灯，中極金。
（三界公生） 誕生祭
2 2 土地公生 福徳正神誕生祭 家庭，寺廟 廟：各神像。
（頭牙） 商店，会社，工場 福金，寿金，金銀紙，経衣。
19観音婚生 観音仏祖誕生祭 寺廟 各神像，寿金。
3 3清明節 墓参り 家庭，墓地 金白銭，墓紙，金銀紙。
23女馬祖生 天上聖母誕生祭 婚祖廟 各神像，寿金。
5 5 端午節 竜舟祭，祖先祭祀 家庭 金銀紙。
7 7 七夕 七娘婚誕生祭 七娘婚廟 七娘婚亭。
主神に寿金，部下に九金，
福金，床母衣。





8 15中秋節 月神誕生祭 寺廟 寿金。
11 冬至節 団子を作る 家庭 寿金，金銀紙。
祖先祭祀
12 16尾牙 土地公を祭る 家庭，商店 寿金，金銀紙。
会社，工場
24送神 家神，竈神， 家庭，寺廟 廟：五営馬，五支娘傘，
王爺を送る 五頂神車喬で王爺を送る。
家庭：寿金，雲馬，総馬。
25接天神 天神を迎う 家庭，寺廟 寿金，雲馬，総馬。
30除夕 祖先祭祀 家庭 金銀紙。
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　この表は台南市の洪銘宏氏の話に基づき，渡辺欣雄（1991：39），植松明石（1991：516～520）
などをも参照して作成した。
　春節やその他の行事で，甲馬，雲馬，’総馬などを焼くのは，’神に捧げて，その馬に乗ってもら
うためである｛註1〕。台南の甲馬の紙には黄紙の上に鎧，冑と矛，そして馬が一匹黒で印刷されて
いる。
　元宵節の時に拝する三官は道教の神である。天官，地官，水官をさす。天官は人に福を授け，
地官は罪を赦し，水官は厄を払うとされる（野口　1994：202）。
　土地公生や中元節では金紙の他にも銀紙を焼く。銀紙，経衣は祖先や鬼を祭る時に使う紙銭で
ある。銀紙は冥界で使用する銀銭を象徴するが（写真40），経衣の上には様々な衣服や日用品の
模様が印刷されている（写真41）。
　年中行事で最も多く紙銭を焼くのは，清明節と中元節の二つの行事の時である。これ以外の時
は，焼く分量はずっと少ない。楊玉君氏によれば，台湾の清明節では墓参りの方式は「掛紙」と
「培墓」に分けられる。「掛紙」’はまた「歴紙」とも言い，祖先の家を直すことを意味をする。
使われる「墓紙」は長方形で，黄，白，五色など三種類がある。二，三枚一組で小石を使って，
雑草を刈ったあと墓頭，墓碑及び墓の側にある土地神の上に置く。簡単な供え物を並べ，紙銭を
焼くと，「掛紙」の儀式が完了する。「培墓」は「掛紙」より賑やかな儀式である。「培墓」の時
に三牲（土地神を祭る用），五牲，菜碗（墓を祭る用）などを墓の前に並べて祭る。その後，家
鴨の卵の殻を墓の上に置き，一紙銭を焼いて爆竹を鳴らし，完了する（楊　1995：57）。
　台南地区の「墓紙」は，掃墓の時に，墓碑の上に置く。その意味は祖先のために住居の屋根を
修理してあげることである。置く時に切り込一みのない方を上にして，切り込みを入れた方を下に
する。屋根の瓦の下の方を形象し，雨水が屋根から下に流れ易いようにするという。また「金古
紙」を墓地の頭の部分と周囲に置く。これは石で動かないように押さえる。これは動物（墓を荒
らしに来る動物，骨を取りに来る一動物）に与えて追い散らすためである。
（2）人生儀礼
　人生儀礼に使用される紙製品について，以下の表は台南の人々の場合を取り上げる。
時と場所 種類
出生～満月，AB　C 床母衣，金仔。
周年，AB　C 床母衣，金仔。
成人式（傲十六歳），B一 床母衣，金仔，寿金，七娘婚亭。
結婚，AB　C　D（拝天公） 大太極，中極，天庫天銭，地庫地銭，寿金，中極財子寿金天尺金，嵩銭，補運銭，九金，花脚庫花脚銭，鳥母衣。
求子，B　C 花公花婆銭，床母衣，金仔，寿金。
妊娠（註生娘娘），B　C 花公花婆銭，床母衣，金仔，寿金。
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祈安・補運・解厄，DE改年経，改運紙人，改運生肖，本命銭，陰陽銭，
三官大帝銭，亡魂銭，七星銭，刑魁銭，車厄銭。
葬式，A 足百金銀紙で元宝を作る，錫紙の元宝，庫銭，銀紙，往生銭，蓮花
座，路闘銭，轄輸銭，紙屠，人形（金童玉女，魂身），乗り物（紙
輸，紙馬，紙車），瞳旛，麻燈。
忌日，A 金銀紙。
　各人生儀礼が行われる場所は次の記号で表中に示す。A，自宅，B，七娘婚廟，C，臨水夫人
廟，D，天公廟または開基玉皇廟，E，東嶽殿。
　本表は，台南市在住の主婦荘玉燕さん（45才），紙製品販売業の黄文賢さん（58才）の話に基
づき，劉還月（1994；268～313。）も参照して作成した。
　台南の人々にとって，人生儀礼に使用される紙製品は，いくつかに分類できる。
　第一の分類は子供の出生と生育および結婚後の妊娠にかかわる儀礼に使用されるものである」。
これらはBの七娘婚廟とCの臨水夫人廟で焼かれるもので，床母衣，金仔，花公花婆銭が代表的
である（写真9）。なお，「金仔」は金紙と同じであるが，この場合は，銭を表すのでなく，小さ
な金塊を表し，金塊を神に送る意味があるという。
　第二の分類は，拝天公で使われるものである。拝天公については，古家信平氏によれば，拝天
公の時に，玉皇上帝，三官大帝，南北斗星君，地蔵王菩薩，東嶽天齋仁聖大帝，地府尊聖，王母
娘娘，註生娘娘，十二宮婆姐，花公花婆に疏文を諦し，疏文にあったそれぞれの金紙を送り届け
るのである。玉皇上帝：大太極，中極，天庫天銭，寿金，天尺金，嵩銭。三官大帝：中極財子寿
金，天尺金，天庫天銭。南北斗星君：天庫天銭，補運銭，寿金，天尺金，九金。地府尊聖：地庫
地銭，寿金，九金。東嶽天齋仁聖大帝：天庫天銭，寿金，九金，天尺金。王母娘娘，註生娘娘：
花脚庫花脚銭，寿金，九金，鳥母衣（古家　1997）。
　なお，鳥母衣は床母衣と同じであるが，鳥母は七仙娘娘のことで，子供の世話をするという伝
説に基づいている。
　第三の分類は祈安・補運・解厄に使われる紙銭と紙製品である。これらは小法事の際に使われ
るものと重なるものが多い。
　第四の分類は葬式で使われる紙銭と紙製品であり，その使用については本章第一節で述べたと
ころである。
　以上を見れば，人生儀礼でも多くの紙製品が使われていることが分かると思う。
註：
（1）「正月四日は『接神』又は『迎神』とて蕾月鼠二十四日即ち『送神』のとき下界の諸神悉く天
　　に昇り，玉皇上帝に朝賀し，下界に於ける人間の行為の善悪を報告し終つて再び下界に還賀
　　する日であると云つて居る。之が為め午後四時頃に至れば各戸何れも此の天より降下する諸
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神を歓迎する為め，牲酉豊，果物等を供え爆竹を放ち香を焚き，燭を窯占じ，金紙を焼き礼拝す
るのである。又「神馬」「甲馬」とて武装したる神馬及天兵の糖を印刷した紙を焼く。之は
神馬，甲馬等を焼き上天せしめて諸神が下界に還駕する騎馬に供するものであると云う。蕾
垣鼠二十四日諾神上天して正月四日下界に還駕する迄の間は下界に諸神不在となるが如きも然
らず，此の間天神本部に在つては他の天神を下降せしめて下界を巡運させ，諸神不在中の出
来事一切を察知し，天神に報告するのであると云う。此の天神の降臨を迎ふることを『接天
神』と云ふ，婦上を送えを『送天神』と云ふ。」（鈴木　1975：279～280）。なお，李昆声氏
によれば，中国の白族にも甲馬を燃やす習俗がある。新築や求子の儀式に燃やされるもので
ある。これは主人の願いを速やかに諸神の所へ届けてもらう交通手段である。甲馬はもとも
と漢民族の習俗であったという（李　1997：274）。
　　　　　　　　　　　第四章　紙製品使用の背後に見られる観念
第一節　冥界観
　台湾の祭祀ではなぜ，あのよう、に多くの紙製品が使用されるのであろうか。特に葬送儀礼の場
合は，死者の住むあの世，すなわち陰問が，生きている人の住むこの世，すなわち陽間と同じで
あり，いろいろな生活用晶があの世でも必要であるという考えがあるからであろう。この事につ
いて，先学は次のように述べている。
　曽景来氏によると，金銀紙が必要なわけは，「人問死後の世界，即ち陰間に於いても其の生活
を営む以上，陽間に匹敵する貨幣が必要となる。又かくあって然るべきであると考へられたに違
ひない。………端的に言へば，陽間に経済生活の単位たる通貨がある以上，陰間にも之がなけれ
ばならぬ，鹿こそ変われ，陰問の生活は陽間のそれと同じであるからである」（曽　1995：181～
183）。
　大淵忍爾氏も，宋代の寄庫制度を道教が冥界に導入したと説明した後に，「死者の世界と現実
世界とに区別を設けないのは中国的思考の特色の一つである」（大淵　1986：55／）という。
　こうした現世と同質の冥界に行って住むことになる死者の霊魂は，どのような存在なのであろ
うか。
　鈴木清一郎氏によると，「台湾人の死亡に対する観念は先ず第一に霊魂不滅の観念である。人
は魂と醜との結合であり，之を死亡に依って醜は土に蹄するも，魂は身体を離れ宇宙に紡ひ永遠
に存在するもので，此の霊魂は一面に於いて其の子孫を保護するのである。それで之を祀って孝
を蓋さねばならぬと云うのである」（鈴木　1975：206）という。
　このような死者の霊に生者が持つ態度は劉枝萬氏によると，二種に分かれるとされる。「生者
が死者に対して抱く態度には結合と分離の両極がある。すなわち死者へのひたむきな倫理的思慕
愛惜の情によって関係を維持しようとする態度と，逆に根強い本能的嫌悪恐怖感のために関係断
絶をはかろうとする態度である。………。例えば，故人をしのんで夜通し屍体を見守る守舗，屍
体の足もとに盛られる脚尾飯や霊前に膳を供えて亡者を飢えさせざるよう気を使う孝飯，死霊が
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冥土にたどり着くまでの旅費に充てるため屍体の足もとで紙銭を焼く焼脚尾銭，或いは紙銭を焼
き冥府の庫吏をして亡者に届けさせる囲庫銭など銭財の贈与，臨終に当たって家族に現金を分与
する分手尾銭，葬後における一連の行事などは，親近感に発する追慕の心情の一面として前者に
属する」（劉　1981：235）という。　以上の先学の研究から，台湾では，陰間の’生活と陽問の生
活とでは同じものを必要としていて，不滅の霊魂がそこに住み，家族は，一面では死者を恐れて
も，一面では，親しむ気持ちが強くある。紙銭や紙製品は，死者をいたわる気持ちから送られる
ものであると言える。
　先学の説につけ加えたいのは，陰問も陽問と同じであるといっても，必要な品物の現物を送る
ことはできないということである。死者に現物を送るのは，一般の人にとっては高価すぎるから
である。そこで材料としては安くて，しかも加工して，いろいろな物を製作することができる紙
を採用したと思う。これによって，陰問で必要なあらゆる生活必要品の模型を美しく作ることが
できる。そして，紙製品を陰問に送る時は，そのまま埋めるのではなくて，火をつけて燃やして，
煙に変える。火による変化，変形が大切になっていることも注意したい。
第二節　金銭観
　本節では，死者になぜ大量の紙銭を送るのかについて考えてみたい。
　まず，第三章の事例研究，第一節葬送儀礼において，既に紹介した「填庫」の考え方を更に詳
しく検討しよう。そしてその後で，それとは少し異なる一般の人々の考え方を論じたい。
（1）填庫について
　今の葬送儀礼において，庫銭を填納する習慣があるが，そのモデルとなる制度は，宋代頃に始
まったと考えられている。宋代は，中国史上，貨幣経済がたいへん発展し，手形や有価証券の発
達さえ見られたという（伊原　1997：90）。
　寄庫というのは，大淵氏によれば，「北宋以来行われた官設の制度である。「寄」は「預ける」
と言い，各地方に（寄庫は）おかれて居た。宋代には他に孤児が成長するまで，官がその財産の
管理に当たる検校庫なる制度もあった。填庫思想の原型と成るべき諸条件は，北宋代には現実の
施設として揃わっていたと称してよい」という（大淵　1983：551）。
　寄庫の宗教的な応用については，仏教と深い関係があると指摘されている。仏教はなぜ寄庫と
いう制度を利用したのか，その理由は輪廻再生するには，お金がかかるという考え方があるから
である。この面では，澤田瑞穂氏の研究がとても詳しい。例えば，「俗説によると，現世に人問
として生を受けたのは，託生する際に冥府に応分の寄進または読経をする約束で生まれてきたの
で，現世ではそれだけの金額を紙銭で返済しなければならないという。これが還受生である。ま
た紙銭類を寺の庫に納めておけば，来生には再び人問に生を受けることができるともいう。これ
を寄庫という。主として江南地方に古くからある俗信で，多くは七七供養や孟蘭盆や地蔵会など
の仏事に附随して行われた風習でもある」という（澤田　1991：195）。
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　道教の填庫については，澤田氏は次のように説明する。『道蔵』に収める『霊宝天尊説禄庫受
生経』（洞玄部本文類，第一六七冊）は，霊宝天尊が光妙音真人の問に答える形で，「十万一切の
衆生は，生命は天曹に属し，身は地府に繋がれる。人身たるを得た日に，地府所属の冥司から禄
庫受生銭を借り，禄簿には財を注記して人と生まれて富貴ならしめている。貧乏人があるのは，
劫初以来の借金のためで，冥司が禄を奪って窮乏させるgであり，冥司が陽禄を削って陰債の穴
埋めをする。かくて貴賎貧富苦楽の差が生じたのだ」と説き，幸た「この経を念言雨して禄庫受生
銭を焼還する者は三生男子の身となり，死しても地獄を通らない」と効能を述べる。ところで，
人問に生を受けた時には十二の所属の冥曹があり，禄庫を掌って受生銭を貸す，故に今生ではそ
の庫あてに返済しなければならないとて，十二官曹の姓を列挙する。子生の人は欠銭一万三千貫，
第一庫に属し，曹官の姓は李である。丑姓の人は欠銭二十八万貫で，第二庫に属し，曹官の姓は
田であるなど，すべて十二庫の借金額と曹官の姓とを記してある。
　人間が生まれた時に天曹地府に本命銭の願をかけたという。同じく『道蔵』に収める『太上老
君説五斗金章受生経』（洞神部本文類，第二四三冊）では太上老君が言うには「もし善信の男女
が緒々の善根を種え，善根が断たれなければ，世々人となるであろう。それには五本銭を送しな
けれならない」と　（澤田　1991：200）。
　引用が長くなったが，こうした考え方は，台湾の道教の中にも見られるものである。
　例えば，事例研究で紹介した高雄県路竹郷の功徳で使われた『填庫科儀』には，受生銭の考え
方が述べられている。「（死者は）もともと冥財を借りたが，まだ填納するに及んでいない。久し
く負債があるが，あえて盟を忘れず，つつしんで長く借りた債を返えし，本生の庫に納入する」
と（大淵　1986：548）。また，別の『請庫科儀』によると，「受生銭が（返却されて）もしその
満額になれば，極楽世界がすぐに死者の前に現れるであろう」という（蘇1974：4846）。
　以上のような「受生銭」を填庫して借金を返済するという考えは，僧侶や道士などの宗教の知
識を持つ人たちには，よく知られたものであるかも知れない。しかし，私の知る限りでは，こう
した考えがあることをよく知っている一般の人は，ほとんどいないのが実情であると思う。一般
の人々には，とにかくなるべく多くの紙銭をあの世の死者に送ってあげることが大切であるとい
う考えがある。次には，一般の人の考えを見てみよう。
（2）一般の人々の金銭観と紙銭
　一般の人々は，日常生活において，経済的に大変な苦労を重ねて，金銭を獲得しようとしてい
る。しかし，なかなか豊かになることは難しいと感じている。金銭はそうした中では，非常に重
要であると考えられていると思われる。死者も陰問で生活するには，金銭がなくてはならず，多
いほどよいのである。この事については，澤田瑞穂氏が次のように述べている。「（冥界において）
万事につけて金銭が物をいうこと現世と変わらない，必要なものは第一に金銭である。だが陽界
の遺族親戚から送金してもらわないかぎり，冥途では亡者が自力で金を得る手段はない」（澤田
1991：188～189）。また，民俗史学者の可児弘明氏によると，紙銭を焼く理由は次のようである。
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「紙銭を焼いて，これを神明や死者が陰間の費用に当てる。したがって神明や死者を忘れず，誠
心をもって仕えている意志表示となる。また陰間で恵まれた経済生活をしてもらえば，その破綻
によって人問に加えられる崇りは避けられるという心理的機能を持つことになる」という（可児
1974）。
　なお，私は以下のことを付け加えたいと思う。台湾語の諺の申にはお金に関わる内容の諺が少
なくない。例えば，「無銭行無路」（金がなければ，何もできない），「無銭講無話」（金がなければ，
道理を通せない），「有銭烏範座大魔，無銭秀才人々驚」（お金持ちの亀は応接問に座らせてもら
えるが，金のない知識人は誰も相手にしてくれない），「有銭辮生，無銭辮死」（金があれば活か
せる，なければ死なせる），「有銭衙門八字開，無銭母免来」（金があれば法廷の門が広がるが，
なければ来るな）（洪　1987：76～77）などの言葉はよく日常会話に使われている。「金」の多寡
によって，社会地位がどのよづにでも変化することを現している。「有銭能使鬼推磨，懐幣可差
神掃地」（お金あれば，鬼に臼を推してもらえる。懐の中にお金あれば，神様に掃除をしてもら
える），「享銭去陰問買命」（金を持って陰間へ行き命を買う），金さえあれば命までも買い戻せる
という金銭万能の考え方がある。こうした考えが，紙銭を焼く習俗の背後にあることは問違いな
いと思う。
第三節　焼紙銭の民聞性
　本節では，焼紙銭が中国の祭祀全体の中で，どのような場面において現れやすいのか考えたい。
またどんな社会的意味があるかも考えたい。まず，歴史的な史料を見よう。
　『咳鎗叢考』巻三十，紙銭の条によれば，次のようにある。
　（原文）
　蕾唐書王瑛偉，開元二十六年，瑛為祠祭使，乃以紙銭用之於祠祭。通鑑亦謂，瑛用紙銭，類巫
現，習穫者差之。此又為朝廷祀典用紙銭之始。蓋自昔但里俗所用，而朝廷祭祠用之，則自瑛始耳。
然日習穫者差之。則其時尚有不用者。唐書萢偉正言，顔魯公張司業，家祭不用紙銭。至宋銭登匡公
猶不焼楮鏑。蓋古人祭祀，本用玉幣。漢以来，始用銭。後世鬼神事繁，乃易以紙」（19a）
　（訳文）
　『蕾唐書』にいう，「王瑛は開元二十六年（738年）に祠祭使となった。紙銭を祠祭に使用した」．
と。『通鑑』にも，「王瑛が紙銭を用い，巫現のよう’だったので，穫に詳しい人は，これを憎んだ」
という。これはまた朝廷の祀典で始めて紙銭を用いた事例である。考えて見るに（紙銭は）昔か
ら里俗によって用いられたものであるが，朝廷の祭祠にこれを用いたのは，王瑛から始まるので
ある。しかし，穫に詳しい人は，これを憎んだと言っているということは，すなわち其の時に，
まだ用いない者があったのである。『唐書』に萢偉正が言うには，「顔魯公，張司業が家祭を行う
時に紙銭を用いなかった」と。宋に至り，銭登匡公はなお楮鐘を焼こうとしないと。考えて見るに，
古人の祭祀には，もとは玉幣を用いた。漢以来，始めて銭を用いた。後世，鬼神を祭る事は頻繁
になり，紙を以て取り替えたのである。
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　この史料によると，唐代の王瑛という人が，国家の正式な祭祀に紙銭を始めて使ったが，儀礼
の専門家たちから強い反対意見が出たのである。また唐・宋の時代に儒教の文人たちの一部は，
家庭の祭祀でも紙銭を使うのは，よくないと考えていたようである。
　歴代王朝の国家祭祀や地方政府の祭祀，更には，儒教の文人が参加する孔子廟の祭りや一部の
儒教式の祭りでは三牲，五牲が使われたのであり，紙銭が全く使われなかった牟，或いはごく少
量だけ使われたと思われる。
　また，道教や仏教の古い来歴のある正式な儀礼の節目でも，大量の紙銭を焼くことが含まれて
いない。このような点から見ると，どれだけ多くの紙銭を焼くかによって，その行事や儀礼の民
問性の強さを計ることができると思う。
　もう一つ注意したいのは，紙製品を燃やすこ’とが，民問社会の活気を表していることである。
例えば，経済の活気がある所では，紙銭や紙製品を大量に燃やしている。台湾，香港，東南アジ
アの華人の地域，中国大陸の東南沿海地帯などである。しかも，台湾では1949年以後，経済成長
にしたがって，ますます焼かれる紙銭の量が増加しているという意見もある。
　アメリカの人類学者のヒル・ゲイツ氏によると，申国的な資本主義の発達した所では，金銭を
神に送ることが目立つ。このことは，権力や地位を持たない民衆が自分で稼いだ金銭の力でいろ
いろな自分の目的を実現することの一つの現れである。民間の市場制度を通じて何でも銭で獲得
できるのである。神に金を送ることは，民衆が市場制度の発想を通じて，政治的社会的な覇権に
抵抗することを意味するのだとゲイツ氏は評価する（Gates1985：74）。こうした見方は大変興味
深いと思う。以上述べた所から，焼紙銭の民問性が指摘できたと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　終章　まとめと課題
　本論文では，台湾の南部における漢族の祭祀活動と使用される紙製品について，主に金銀紙を
中心として考察した。序章では，なぜあのように多くの紙製品が祭祀に必要なのかという問題を
提起した。それは，自分の家で祖母の葬式を体験したことから考え始めた問題であった。日本統
治時代に既に焼紙銭をめぐって批判的な意見が多かったことを紹介した。
　第一章では，祭祀に紙製品を使用するに至った歴史について書いた。生活用品を副葬すること
から，次第に紙製品が使われ，魏晋甫北朝時代には紙銭が始まり，唐代には定着し，宋代以降，
民間の経済の発達に伴って，紙製品の種類も増えた。伝説については，紙を発明したとされる察
倫が死んだふりをして，冥界ではこの世の紙が金銭となって通用すると主張したことから，この
習俗が行われたことを紹介した。
　第二章では，台南地方に流通する金紙，銀紙，紙銭，その他の紙製品を分類して示した。特に
製造している業者の方からの聞き取りによって，紙盾の需要が非常に多いことなどの実際的状況
が分かった。
　第三章は，どのように金銀紙銭と紙製品が使用されるのかについて，事例に基づいて考察した。
葬送儀礼，廟の小法事と酉焦祭，年中行事と人生儀礼の三項目にわけて，それぞれの目的と場面に
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したがって，具体的に金銀紙銭が使用される実際について述べた。葬送儀礼について，かなり詳
しく調査ができたが，廟の小法事と醸祭，年中行事と人生儀礼の調査は不十分であったと反省し
ている。
　第四章では，紙製品使用の背後にある考え方を考察しようと試みた。中国人は，陰問も陽問と
同じように物質生活，経済生活を営むと考えており，死者が陰問でよく暮らせるように紙製品を
送るのである。また庶民は，いろいろな目的を実現する時に金銭が重要だと痛感しているので，
大量の金銀紙銭を焼いて，神や死者に送る必要を考えていることも考察した。そして民問的色彩
の濃い祭祀ほど，より多くの紙銭が使用されることを述べた。
　以下において，更に考察を深めたい問題点を書きたい。
　まず，日本の宗鼓と1の比較の問題である。どのような民族であっても，，生前に恩を受けた死
者に恩返しをしたい，そしてこの世で価値のある物，例えば，宝とか食べ物とか花とかを送って
あげたい気持ちは生じるだろう。しかし，日本で死者にお金を送るのは少ない。よく言われるの
は，死者にわらじを持たせ，三途の河の渡舟の代金としての六道銭を送ることである（澤田
1991：！93）。台湾の漢族は，買路銭があって，これによく似ている。しかし，紙銭の種類はこれ
だけではないのである。また，紙銭と日本の宗教の奏銭の違いも指摘されている。餐銭は祈願の
叶った時に，感謝の礼として社寺廟，または仕者にあげたもので，直接神仏の使用するものでな
く，祭祀の費用に充つべきものである。しかし，金銀紙銭は，陰問に送られ，神仏または霊魂の
財貨となって使用されるという。二つには大きな区別がある（曽　1995：183。丸井1919：189
など）。
　詳しいことは分からないが，日本の宗教では，死者は，この世と同じように金銭が必要な所に
住んでいるわけではないと思う。もし必要ならば，漢族と同じように，やはり大量の紙銭を送ら
なければならないと考え，そのような習俗があってもおかしくない。しかし，日本の宗教には焼
紙銭の習俗がはっきりと見られないのである。
　次に，紙銭や紙製品を焼いて神や死者に送るのは，神や死者のためにしているだけではなくて，
実は生きている他人に見せたいからであるという問題がある。私の祖父は祖母の葬式の時に，こ
んな法事をなぜするのかということについて，次のように言った。「嚇生人目，報死人恩」（生き
ている人の目をくらませ，死者の恩に報いるため）であると。祖父は法事の内容が本当かという
ことについて信じていないが，死者に対して何もしないわけにはいかないし，周囲の人は皆法事
をするので，やはりするのがよいという考えのようである。きれいな紙盾や大量の庫銭を焼くの
は，生きている人に向けて意味を持つ点も十分に考えなければならないと思う。
　紙銭を焼く理由については，第四章でも考察したが，ここで改めて書き加えたいことは次のこ
とである。日本の宗教では，あの世では，この世とは別の世界になっていて，あまりお金がかか
らないようである。しかし，漢族の考え方では，まずこの世において，お金がなければ，たいへ
ん不自由である。お金があれば，物を買うことができ，また人間関係においても，友人や役人に
お金を使って，例えば，相手にごちそうをしてあげれば，いろいろな問題をスムーズに解決する
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ことができる。このようなことをいつも強く感じて社会生活をしているのである。こうした痛切
な感覚を，日本人よりも漢族の方カ干強く持っていると思う。そして，あの世でも白分の父や母の
霊魂が，苦労せずに暮らすためには，どうしてもお金が必要だと考えるのである。これは，家を
離れた自分の子供に親が送金する時の気持ちにもよく似ていると思う。また家族の一人が旅行す
る時，お金が十分にあるか親が心配する気持ちとも似ている。この場合に金銭がもちろん重要で
あるが，その背後には家族の一人が金銭がなくて苦労することについて，同じ家族の者として大
変に心配する気持ちが強く働いている。こうした気持ちの表現の仕方は，金銭万能というように
だけ解釈されやすい。しかし実はそこには死者を含めた家族の問の心情の発露があることも忘れ
てはいけないと思う。
　また，最近の若い人がなぜ紙銭を焼くのかについて，1997年3月13日に聞き取った内容を紹介
しよう。
　台湾の屏東駅から約200メートルの所にある慈鳳宮（婚祖廟）において，二人の若い女性が大
きな金臆の前で紙銭を投げ入れる様子を見た（写真44，45）。二人は廟の近くにある銀行で勤め
る同僚同士である。「今日は何の目的で祈りに来たのですか」と訪ねたら，「特定な目的はないが，
平安を祈るだけ。また，一日仕事が終わって，女性同士でウインドー・ショッピングよりは，廟
に来て神様にお香りをあげ，紙銭を燃やす方がストレスを解消できるし，友達同士の仲が深くな
ると思っています」という。なぜ，神様に紙銭を燃やさなければならないのかと聞いたら，一つ
の理由は「譲神明好過日子」（神様が良い生活を送れるように），もう一つは「回蹟神明」（神様
に恩返し）と返事してくれた。要するに彼女たちが廟に来るのは特定な目的がないが，精神的に
は必要としている。「神様が良い生活を送れるように」するということは，神様すらも人からの
送金によってよりよい生活ができるようになるという人問中心的な考え方であると言える。紙銭
を焼くことのこのような意味合いも掘り下げて考察する必要があるかもしれないと思う。
　最後に，紙製の祭祀供品の民間美術作品としての研究価値が，中国大陸でも最近，大いに認め
られるようになったことを述べておきたい。但し残念ながら，取り上げられる作晶の範囲には金
銀紙銭は含まれていない（播　1993）。祭祀に使用される紙製品が地方文化を表していることは，
各地方の紙製品がそれぞれ独自のスタイルの美しさを持っていることからもよく分かる。例えば，
台湾の人が福建省の紙製品を見たら，すぐに親しみを感じるだろう。こうした方面でも十分な研
究が必要だと思う。本論文の付録には，金銀紙銭と紙製品の写真を多く提示した。
　本研究では事例研究の資料と実物の収集もなお不十分であると感じている。そしてまだまだ多
くの問題が残されているが，今後の課題としたい。
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Gates，HiI11987Money　for　the　Gods．In　Symposium　on　Hegemony　and　Chinese　Fo1k　Ideo1ogies，
Part■，Modem　China13（3）＝259－277．
　　　林美容・三尾裕子編
r台湾民間信仰研究文献目録』
　本書は，日本による台湾の植民地統治の開始
された1895年から1997年までの問に，著者の国
籍如何と翻訳か否かを問わず，日本語によって
書かれた台湾漢人の民問信仰に関する文献を収
録整理した目録である。編者の一人である林美
容氏は，婚祖信仰や民間仏教を専門とする研究
者であ’り，既に1991年に中文文献を収録した『台
湾民間信仰研究文献目録』初版を刊行し，さら
に欧文・日文その他新出文献を補充して1997年
に該書の増訂版を出している。その増訂版の序
で，三尾裕子氏と日文資料の部分を別途に出版
するという予定が述べられていたが，それが実
現されたものがここに紹介する目録である。本
書は，著者・編者別文献目録を主要な目録部分
とする。それ以外に，時系列的に研究傾向の変
遷を追跡できるよう配慮された年代順文献一覧
や，寺廟・人名・地名・事項ごとに文献の標題
の語彙から検索可能な索引，そして著者・編者
名一覧がある。コンピュータ編集の有効性を活
かした成果であり大変便利なものとなってい
る。
　三尾裕子氏は，台湾の漁村の信仰生活，鬼神
観，そして近年は大陸福建南部と台湾の王爺信
仰の比較研究を進めておられる宗教人類学者で
ある。本書には，氏による「日本の台湾民間信
仰研究」と題された研究史の回顧と展望が載せ
られており，目録の部分の個別研究を研究史の
上にどのように位置づけるかの解説として価値
が高い。そこでは，日本植民地時期における『台
湾私法』・『台湾宗教調査報告審』，片岡巖・
鈴木清一郎・増田福太郎・岡田謙らの業績，
『民俗台湾』の意義が紹介され，また戦後期に
おける動向，今後の課題が述べられている。特
に植民地時期における業績について，特殊な時
代の価値観の上に立っているという限界や，個
別事象の詳細な記述が社会の全体的連関性の中
に体系化されなかったという限界等を指摘して
いる点は重要であろう。またきわめて多数の業
績を生み出した増田福太郎の研究者としての立
場は，植民地統治に迎合した面とそうではない
面との複雑な様相を呈していて，三尾氏の言わ
れるように，現段階において再度詳細な分析に
値するものであり，研究の進展が望まれる。本
書を通じて，最新の情報のみでなく，こうした
先人たちの業績について新しい分析が行なわれ
る契機を大いに与えられると思う。
　台湾漢人の宗教研究について，台湾の研究者
たちの研究成果を回顧する文章としては，管見
の限りでは，張瑚「光復後台湾人類学漢人宗教
研究之回顧」，『中央研究院民族学研究所集刊』
81．1996年があり，中文であるが要領よくまと
められていて参考になる。この文章と林美容氏
の目録の増訂版をよく検討し，さらにここに紹
介した目録を合わせれば，台湾ひいては漢人（漢
族）の宗教についてまとまった研究状況の知識
を獲得できるだろう。　　　　一　　（丸山宏）
　　　　　　　　　　A6判　207頁　風響社
　　　　　　　　1998年3月26日刊3500円
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写真1　天公金。中央に金箔があり，福禄寿
　　　の三神が描かれている。35×34cmで紙
　　　銭の中で最大の一つ。屏東市娚祖廟で
　　　売られたもの。
写真2　天金。金箔があり，中央に赤字で天
　　　金とかいてある。屏東市娚祖廟。
写真3　寿金。中央に金箔，福禄寿の三神が
　　　描かれている。天公金の半分位の大き
　　　さ。屏東市娚祖廟。
写真4　九金。約10枚位の黄色紙の上に小さ
　　　いサイズの金箔を付けた紙が貼ってい
　　　る。屏東市。
写真5　金紙。特に小神に送るためのもの。
　　　黄色紙の上に黄色を塗り，金箔が付け
　　　られている。屏東市。
．写真6　尺金。赤い字で尺金と印されている。
　　　台南市。
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写真7　銀紙。鬼に送るためのもの。中央に
　　　銀箔があり，福禄寿の文字が見える。
　　　台南市。
写真8．往生銭。死者に送るためのもの。蓮
　　の金の花に折ると，蓮花金になる。穴開
　　き銭の形に往生神呪の文字が並んでいる。
　　外側に極楽世界と書かれる。Iなお、似た
　　型式のものに寿生銭がある。屏東市。
写真9　左は鳥母衣であり，右は花庫銭であ
　　　る。成人式，生育儀礼で用いる。七娘
　　　娚や臨水夫人，註生娘娘におくる。台
　　　南市に特有のもの。
写真10．右から上の小さいものが天銭，下の
　　　大きいものが天庫銭。中央は水銭と庫
　　　銭。左が地銭と。地庫銭。保運の儀式
　　　などで使用する。台南市’
写真11．大陸の紙銭の例。粗い紙に銭形の穴
　　が打たれている。灰色のが銀紙，黄色の
　　が金紙。四川省成都市文殊院門前の商店。
　　台湾ではこの形式のものは見られない。
写真12．沖縄のウチカビ。彼岸やお盆に家庭
　　　で使う。これは現在用いられているも
　　　の。石垣島。
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写真13．左藤紙糊店における紙製品の作製。
　　　夫人はもとキリスト教信者だったが，
　　　製造を手伝うようになってから，民間
　　　信仰を信じるようになったという。
　　　蘇麗琴氏提供。
写真141紙盾の内部の様子。観音の仏壇，椅
　　　子，机がある。蘇麗琴氏提供。
写真15．紙盾の内部の様子。台所の部分。ガ
　　　スレンジ，食器棚などもある。蘇麗琴
　　　氏提供。
写真16．「盾換盾」に使用された紙製の家，
　　　価額は2000元する。
　　　洪銘宏氏作成。蘇麗琴氏提供。
写真17．紙銭を入れるための紙箱。三宝と書
　　　いてある。高雄県湖内郷陳福城氏の紙
　　　銭工場。
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写真18．上記の紙箱の使刷列。台南市安平古
　　　握の付近で行われていた功徳で使用。
写真19．陳福城氏の工場で加工を待つ紙のロ
　　　ール。
写真20．ロールの紙を裁断して，庫銭を作っ
　　　ている所。
写真21I高雄県路竹郷竹渥村における道教功
　　　徳の様子。喪宅の前面入口左右に麻灯
　　　をかけ，中央の卓上の死者の魂身と金
　　　童玉女，金山銀山などが見える。
写真22．魂身（女性）と金童玉女。 写真23．筒状に折った金・銀紙。
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写真24．儀式が一つ終わるたびに，家族が宅
　　内で紙銭を焼く。・
写真25．儀式の合間に紙銭を折っている家族
　　たち。
写真26．燃やしやすいように折った銀紙。こ
　　れは大箔銀であり，功徳の時に使用。
写真27．儀式のために長男が憧旛を持ち，娘
　　が傘をさして魂身を持ち，道壇に向か
　　う。
写真28．放赦の儀式に登場する赦官の人形。
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写真29．打城の様子。
写真30．填庫の儀式に使用される庫官とその
　　　夫人，銭を運ぶ役夫の像。
写真31．庫銭を焼いているところ。
写真32．三階建ての紙盾。
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写真34．紙盾の角にかけてある金箔。
写真36．東嶽殿の天庫銭と地庫銭。一人の法
　　事において焼くのはこれほど多い量で
　　ある。
写真35．台南市東嶽殿の前景と煙突。
写真37．補運金。買命銭をうまく使って全体
　　の形を円状にしてある。
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写真38．七娘娚亭。廟の近所の店で販売され
　　ている。一つ1600元。台南市。蘇麗琴
　　氏提供。
写真39．台南市内の普度の様子。後ろのト
　　ラックには米が一台分ある。蘇麗琴氏’
　　提供。
写真40．普度で使う大箔銀。蘇麗琴氏提供。
写真41．同前。トラックで運んできた経衣。
　　靴，ハサミ，櫛，鏡などが印刷されて
　　いる。蘇麗琴氏提供。
写真42．同前。サトウキビに掛ける管銭。日
　　本の御幣に似ている。
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写真43．同前。普度でr好兄弟」（孤魂）に
　　　戯を見せるための戯仔棚。台南市。蘇
　　　麗琴氏提供。
写真44．屏東市娚祖廟の金炉。
写真45．金炉で天公金を焼く若い女性。
一104一
